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(57)【要約】
ラジオ・リンク失敗条件を分析するための既存の基準は
、協調的なリソース調整をサポートするセル間の条件に
満足して対処することができない場合がある。一般に、
ＵＥがラジオ・リンク失敗を宣言する場合、ＵＥは、サ
ービス提供基地局との通信を切断し、新たな基地局を求
めて探索する。リソースの一部を放棄する干渉元のセル
によって、基地局間で干渉が調整されている厳しい干渉
の領域にＵＥがあるのであれば、ラジオ・リンク失敗（
ＲＬＦ）を判定するためのＵＥ測定は、測定されたリソ
ースが干渉元のセルによって放棄されるか否かに依存し
て、相当変動しうる。干渉元のセルによって放棄されな
かったリソースをＵＥが測定した場合、ＵＥは、干渉元
のセルによって放棄されたリソースを用いて、サービス
提供セルにアクセスしても（例えば、高い干渉によって
）、誤ってＲＬＦを宣言しうる。したがって、放棄され
たリソースを適用する協調的なリソース調整を考慮する
ことに基づいてＲＬＦを判定する態様が開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出することと、
　放棄されたリソースを識別する専用メッセージを前記干渉元の基地局から受信すること
と、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定することと、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言することと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記信号品質を判定することはさらに、
前記干渉元の基地局によって送信された一般的な管理信号を受信することと、
　前記一般的な管理信号に起因する、前記放棄されたリソースにおける干渉を除去するこ
とと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記専用メッセージは、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）メッセージである、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記専用メッセージは、接続セットアップ・メッセージ、接続再設定メッセージ、およ
び接続再確立メッセージのうちの少なくとも１つである、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記干渉元の基地局を示すインジケーションを、前記サービス提供基地局から受信する
ことをさらに備え、
　前記インジケーションは、基地局識別情報の範囲と基地局電力のクラスとのうちの少な
くとも１つを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記放棄されたリソースは、前記干渉元の基地局が送信を制限される周期的なサブフレ
ームを用いて設定され、
　前記周期的なサブフレームの間、ユーザ機器（ＵＥ）が前記信号品質を判定する、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記放棄されたリソースは、
　前記干渉元の基地局からブロードキャストされたサブフレームのサブセットを有する第
１の区分と、
　前記サービス提供基地局の周波数領域チャネルとの衝突を避けるように構成された第２
の区分と
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信の方法であって、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出することと、
　放棄されたリソースを識別するメッセージを前記干渉元の基地局から受信することと、
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ここで、前記メッセージは、前記サービス提供基地局から送信され、前記放棄されたリソ
ースを示すブロードキャスト・メッセージと、前記干渉元の基地局から送信され、前記放
棄されたリソースを示すオーバヘッド・メッセージとのうちの少なくとも１つである、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定することと、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言することと、
を備える方法。
【請求項９】
　無線通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出し、
　放棄されたリソースを識別する専用メッセージを前記干渉元の基地局から受信し、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定し、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言する
ように構成された、装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサはさらに、
　前記干渉元の基地局によって送信された一般的な管理信号を受信し、
　前記一般的な管理信号に起因する、前記放棄されたリソースにおける干渉を除去する
ように構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記専用メッセージは、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）メッセージである、請求項９
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記専用メッセージは、セットアップおよびリリース・メッセージである、請求項９に
記載の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサはさらに、
　前記干渉元の基地局を示すインジケーションを、前記サービス提供基地局から受信する
ように構成され、
　前記インジケーションは、基地局識別情報の範囲と基地局電力のクラスとのうちの少な
くとも１つを備える、
請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記放棄されたリソースは、前記干渉元の基地局が送信を制限される周期的なサブフレ
ームを用いて設定され、
　前記周期的なサブフレームの間、ユーザ機器（ＵＥ）が前記信号品質を判定する、
請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　前記放棄されたリソースは、
　前記干渉元の基地局からブロードキャストされたサブフレームのサブセットを有する第
１の区分と、
　前記サービス提供基地局の周波数領域チャネルとの衝突を避けるように構成された第２
の区分と
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を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　無線通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出し、
　放棄されたリソースを識別するメッセージを、前記干渉元の基地局から受信し、ここで
、前記メッセージは、前記サービス提供基地局から送信され、前記放棄されたリソースを
示すブロードキャスト・メッセージと、前記干渉元の基地局から送信され、前記放棄され
たリソースを示すオーバヘッド・メッセージとのうちの少なくとも１つである、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定し、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言する
ように構成された、装置。
【請求項１７】
　無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
　記録された非一時的なプログラム・コードを有するコンピュータ読取可能な媒体を備え
、前記プログラム・コードは、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出するためのプログラム・コードと、
　放棄されたリソースを識別する専用メッセージを前記干渉元の基地局から受信するため
のプログラム・コードと、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定するためのプログラム・コードと、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言するためのプログラム・コードと
備える、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項１８】
　無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
　記録されたプログラム・コードを有するコンピュータ読取可能な媒体を備え、前記プロ
グラム・コードは、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出するためのプログラム・コードと、
　放棄されたリソースを識別するメッセージを、前記干渉元の基地局から受信するための
プログラム・コードと、ここで、前記メッセージは、前記サービス提供基地局から送信さ
れ、前記放棄されたリソースを示すブロードキャスト・メッセージと、前記干渉元の基地
局から送信され、前記放棄されたリソースを示すオーバヘッド・メッセージとのうちの少
なくとも１つである、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定するためのプログラム・コードと、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言するためのプログラム・コードと
を備える、コンピュータ・プログラム製品
【請求項１９】
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　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出する手段と、
　放棄されたリソースを識別する専用メッセージを前記干渉元の基地局から受信する手段
と、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定する手段と、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言する手段と、
を備える装置。
【請求項２０】
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、前記放棄された少なくとも１つの無線送
信リソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、前記干渉元の基地局からの干渉を検
出する手段と、
　放棄されたリソースを識別するメッセージを、前記干渉元の基地局から受信する手段と
、ここで、前記メッセージは、前記サービス提供基地局から送信され、前記放棄されたリ
ソースを示すブロードキャスト・メッセージと、前記干渉元の基地局から送信され、前記
放棄されたリソースを示すオーバヘッド・メッセージとのうちの少なくとも１つである、
　前記放棄されたリソースの信号品質を判定する手段と、
　前記判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足する場合には、ラジオ・リ
ンク失敗を宣言する手段と、
を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、２０１０年４月１３日に出願された、増強された干渉調整および除去を用いた
ラジオ・リンク失敗の判定（DETERMINATION OF RADIO LINK FAILURE WITH ENHANCED INTE
RFERENCE COORDINATION AND CANCELLATION）と題された米国仮特許出願６１／３２３，８
５６号に対する３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）の下の利益を主張する。この出願の内容
は、すべての目的のために、その全体が本明細書において参照によって組み込まれている
。
【技術分野】
【０００２】
　本開示のある態様は、一般に、無線通信システムに関し、さらに詳しくは、増強された
干渉調整および除去を用いたシステムにおけるラジオ・リンク失敗の判定に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークは、例えば音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、
ブロードキャスト等のようなさまざまな通信サービスを提供するために広く開発された。
これら無線ネットワークは、利用可能なネットワーク・リソースを共有することにより、
複数のユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークでありうる。このような
多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交Ｆ
ＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングル・キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）ネットワークを含む。
【０００４】
　無線通信ネットワークは、多くのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポートしうる多
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くの基地局を含みうる。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクによって基地局と通信
しうる。ダウンリンク（すなわち順方向リンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクを称
し、アップリンク（すなわち逆方向リンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクを称する
。
【０００５】
　基地局は、ダウンリンクでＵＥへデータおよび制御情報を送信し、および／または、ア
ップリンクでＵＥからデータおよび制御情報を受信しうる。ダウンリンクでは、基地局か
らの送信が、近隣の基地局からの、または、その他の無線ラジオ周波数（ＲＦ）送信機か
らの送信による干渉に遭遇しうる。アップリンクでは、ＵＥからの送信が、近隣の基地局
と通信する別のＵＥのアップリンク送信からの、または、別の無線ＲＦ送信機からの干渉
に遭遇しうる。この干渉は、ダウンリンクとアップリンクとの両方のパフォーマンスを低
下させうる。
【０００６】
　モバイル・ブロードバンド・アクセスに対する需要が増加し続けると、ＵＥが長距離無
線通信ネットワークにアクセスすることや、短距離無線システムがコミュニティにおいて
展開されることとともに、干渉および混雑したネットワークの可能性が高まる。研究開発
は、モバイル・ブロードバンド・アクセスのための増加する需要を満たすためのみならず
、モバイル通信とのユーザ経験を進化および向上させるために、ＵＭＴＳ技術を進化させ
続けている。
【発明の概要】
【０００７】
　ラジオ・リンク失敗条件を分析するための既存の基準は、協調的なリソース調整をサポ
ートするセル間の条件に満足して対処することができない場合がある。一般に、ＵＥがラ
ジオ・リンク失敗を宣言する場合、ＵＥは、サービス提供基地局との通信を切断し、新た
な基地局を求めて探索する。リソースの一部を放棄する干渉元のセルによって、基地局間
で干渉が調整されるような厳しい干渉の領域にＵＥがある場合、ラジオ・リンク失敗（Ｒ
ＬＦ）を判定するためのＵＥ測定は、測定されたリソースが干渉元のセルによって放棄さ
れるか否かに依存して、相当変動しうる。ＵＥが、干渉元のセルによって放棄されないリ
ソースを測定する場合、ＵＥは、干渉元のセルによって放棄されたリソースを用いて未だ
にサービス提供セルにアクセスできうるが、ＵＥは、（例えば、高い干渉によって）ＲＬ
Ｆを誤って宣言しうる。したがって、放棄されたリソースを適用する協調的なリソース調
整を考慮することに基づいてＲＬＦを判定する態様が開示される。
【０００８】
　１つの態様では、無線通信の方法が開示される。この方法は、少なくとも１つの無線送
信リソースの放棄と、少なくとも１つの放棄されたリソースの、干渉元の基地局からサー
ビス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除去メカニズムをサポートするネットワ
ークにおいて、干渉元の基地局からの干渉を検出することを含む。干渉元の基地局から、
放棄されたリソースを識別するメッセージが受信される。１つの態様では、受信されたメ
ッセージは、専用メッセージである。別の態様では、受信されたメッセージは、ブロード
キャスト・メッセージおよび／またはオーバヘッド・メッセージでありうる。放棄された
リソースの信号品質が判定され、判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満足
する場合には、ラジオ・リンク失敗が宣言される。
【０００９】
　別の態様は、メモリと、メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを有する、
無線通信のためのシステムを開示する。プロセッサ（単数または複数）は、少なくとも１
つの無線送信リソースの放棄と、少なくとも１つの放棄されたリソースの、干渉元の基地
局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除去メカニズムをサポートす
るネットワークにおいて、干渉元の基地局からの干渉を検出するように構成される。プロ
セッサは、干渉元の基地局から、放棄されたリソースを識別する専用メッセージを受信す
る。別の態様では、プロセッサは、放棄されたリソースを識別する、ブロードキャスト・
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メッセージおよび／またはオーバヘッド・メッセージを受信する。プロセッサは、放棄さ
れたリソースの信号品質を判定し、判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満
足する場合には、ラジオ・リンク失敗が宣言される。
【００１０】
　別の実施形態では、無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログ
ラム製品が開示される。コンピュータ読取可能な媒体は、１または複数のプロセッサによ
って実行された場合に、プロセッサ（単数または複数）に対して、少なくとも１つの無線
送信リソースの放棄と、少なくとも１つの放棄されたリソースの干渉元の基地局からサー
ビス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除去メカニズムをサポートするネットワ
ークにおいて、干渉元の基地局からの干渉を検出する動作を実行させる、記録されたプロ
グラム・コードを有する。このプログラム・コードはまた、１または複数のプロセッサに
対して、干渉元の基地局から、放棄されたリソースを識別する専用メッセージを受信させ
る。別の態様では、プログラム・コードは、プロセッサに対して、放棄されたメッセージ
を識別する、ブロードキャスト・メッセージおよび／またはオーバヘッド・メッセージを
受信させる。プログラム・コードはまた、１または複数のプロセッサに対して、放棄され
たリソースの信号品質を判定させ、判定された信号品質が、予め定められたしきい値を満
足する場合には、ラジオ・リンク失敗を宣言させる。
【００１１】
　別の態様は、少なくとも１つの無線送信リソースの放棄と、少なくとも１つの放棄され
たリソースの干渉元の基地局からサービス提供基地局への割当とを含む干渉調整および除
去メカニズムをサポートするネットワークにおいて、干渉元の基地局からの干渉を検出す
る手段を含む装置を開示する。干渉元の基地局から、放棄されたリソースを識別するメッ
セージを受信する手段もまた含まれている。１つの態様では、受信されたメッセージは、
専用メッセージである。別の態様では、受信されたメッセージは、ブロードキャスト・メ
ッセージおよび／またはオーバヘッド・メッセージでありうる。この装置は、放棄された
リソースの信号品質を判定する手段と、判定された信号品質が、予め定められたしきい値
を満足する場合には、ラジオ・リンク失敗を宣言する手段とを含む。
【００１２】
　本開示のさらなる特徴および利点が以下に記載されるだろう。本開示は、本開示のもの
と同じ目的を実行するために、修正したり、その他の構成を設計するための基礎として容
易に利用されうることが当業者によって理解されるべきである。このような等価な構成は
、特許請求の範囲に記載された開示の教示から逸脱しないこともまた当業者によって理解
されるべきである。さらなる目的および利点とともに、動作の方法と構成との両方に関し
、本開示の特徴であると信じられている新規の特徴が、添付図面と関連して考慮された場
合に、以下の記載から良好に理解されるであろう。しかしながら、図面のおのおのは、例
示および説明のみの目的のために提供されており、本開示の限界の定義として意図されて
いないことが明確に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　本開示の特徴、特性、および利点は、同一の参照符号が全体を通じて同一物を特定して
いる図面とともに考慮された場合、以下に記載する詳細な記載からより明らかになるだろ
う。
【図１】図１は、テレコミュニケーション・システムの例を概念的に例示するブロック図
である。
【図２】図２は、テレコミュニケーション・システムにおけるダウンリンク・フレーム構
造の例を概念的に例示する図である。
【図３】図３は、アップリンク通信におけるフレーム構造の例を概念的に例示するブロッ
ク図である。
【図４】図４は、本開示の１つの態様にしたがって構成された基地局／ｅノードＢとＵＥ
との設計を概念的に例示するブロック図である。
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【図５】図５は、本開示の態様にしたがうヘテロジニアスなネットワークにおける適応リ
ソース区分を概念的に例示するブロック図である。
【図６】図６は、ＬＴＥ無線ネットワーク内のマクロ・セルを概念的に例示する図である
。
【図７】図７は、無線ネットワークにおけるラジオ・リンク失敗を判定するための方法を
例示するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　添付図面とともに以下に説明する詳細説明は、さまざまな構成の説明として意図されて
おり、本明細書に記載された概念が実現される唯一の構成を表すことは意図されていない
。この詳細説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供することを目的とした具体的な詳
細を含んでいる。しかしながら、これらの概念は、これら具体的な詳細無しで実現されう
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成および構成要
素が、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示されている
。
【００１５】
　本明細書に記載された技術は、例えば符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングル・キャリアＦＤＭＡ（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク等のようなさまざまな無線通信ネットワークのために使用
されうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば置換可能に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲ
Ａ）、ＣＤＭＡ２０００等のようなラジオ技術を実現しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭ
Ａ（Ｗ－ＣＤＭＡ）および低チップ・レート（ＬＣＲ）を含む。ＣＤＭＡ２０００は、Ｉ
Ｓ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネ
ットワークは、例えばグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標））のようなラ
ジオ技術を実現しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、例えば、イボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２
０、フラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のようなラジオ技術を実現しうる。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・シ
ステム（ＵＭＴＳ）の一部である。ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ
－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳ
Ｍ、ＵＭＴＳ、およびＬＴＥは、「第３世代パートナシップ計画」（３ＧＰＰ）と命名さ
れた組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナシップ
計画２」（３ＧＰＰ２）と命名された組織からの文書に記載されている。これらさまざま
なラジオ技術および規格は、当該技術分野において知られている。明確化のために、これ
ら技術のある態様は、以下において、ＬＴＥに関して記載されており、ＬＴＥ用語が以下
の説明の多くで使用される。
【００１６】
　本明細書に記載された技術は、例えばＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、およびその他のネットワークのようなさまざまな無線通信ネットワークの
ために使用されうる。用語「ネットワーク」および「システム」は、しばしば置換可能に
使用される。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上ラジオ・アクセス（Ｕ
ＴＲＡ）、テレコミュニケーション・インダストリ・アソシエーション（ＴＩＡ）のｃｄ
ｍａ２０００（登録商標）等のようなラジオ技術を実現しうる。ＵＴＲＡ技術は、広帯域
ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡのその他の変形を含んでいる。ＣＤＭＡ２００
０（登録商標）技術は、米国電子工業会（ＥＩＡ）およびＴＩＡからのＩＳ－２０００規
格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格を含んでいる。
【００１７】
　ＴＤＭＡネットワークは、例えばグローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニ
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ケーション（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実現することができる。ＯＦＤＭ
Ａネットワークは、例えば、イボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル
・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）
等のようなラジオ技術を実現する。ＵＴＲＡ技術およびＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサ
ル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ
ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートシップ計画」（
３ＧＰＰ）と呼ばれる組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００、ｃｄｍａ２
０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナシップ計画２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる組
織からの文書に記載されている。本明細書で記載された技術は、他の無線ネットワークお
よびラジオ・アクセス技術のみならず、前述された無線ネットワークおよびラジオ・アク
セス技術のためにも使用されうる。明確化のために、これら技術のある態様は、以下にお
いて、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ（代わりにこれらはともに“ＬＴＥ／－Ａ”として称され
る）について記載されており、このようなＬＴＥ－Ａ用語が以下の説明の多くで使用され
る。
【００１８】
　図１は、ＬＴＥ－Ａネットワークでありうる無線通信ネットワーク１００を示す。無線
ネットワーク１００は、多くのイボルブド・ノードＢ（ｅノードＢ）１１０およびその他
のネットワーク・エンティティを含む。ｅノードＢは、ＵＥと通信する局であり、基地局
、ノードＢ、アクセス・ポイント等とも称されうる。おのおののｅノードＢ１１０は、特
定の地理的エリアのために通信有効範囲を提供する。３ＧＰＰでは、用語「セル」は、こ
の用語が使用される文脈に依存して、この有効通信範囲エリアにサービス提供しているｅ
ノードＢおよび／またはｅノードＢサブシステムからなるこの特定の地理的有効通信範囲
エリアを称しうる。
【００１９】
　ｅノードＢは、マクロ・セル、ピコ・セル、フェムト・セル、および／または、その他
のタイプのセルのために、通信有効通信範囲を提供しうる。マクロ・セルは、一般に、比
較的大きな地理的エリア（例えば、半径数キロメータ）をカバーし、ネットワーク・プロ
バイダへのサービス加入を持つＵＥによる無制限のアクセスを許可しうる。ピコ・セルは
、一般に、比較的小さな地理的エリアをカバーし、ネットワーク・プロバイダへのサービ
ス加入を持つＵＥによる無制限のアクセスを許可しうる。フェムト・セルもまた一般に、
比較的小さな地理的エリア（例えば、住宅）をカバーし、フェムト・セルとの関連を持つ
ＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）におけるＵＥ）、住宅内のユーザの
ためのＵＥ等による無制限のアクセスを提供しうる。マクロ・セルのためのｅノードＢは
、マクロｅノードＢと称されうる。ピコ・セルのためのｅノードＢは、ピコｅノードＢと
称されうる。そして、フェムト・セルのためのｅノードＢは、フェムトｅノードＢまたは
ホームｅノードＢと称されうる。図１に示す例では、ｅノードＢ１１０ａ，１１０ｂ，１
１０ｃは、マクロ・セル１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃそれぞれのためのマクロｅノード
Ｂでありうる。ｅノードＢ１１０ｘは、ピコ・セル１０２ｘのためのピコｅノードＢであ
りうる。そして、ｅノードＢ１１０ｙ，１１０ｚは、それぞれフェムト・セル１０２ｙ，
１０２ｚのためのフェムトｅノードＢである。ｅノードＢは、１または複数（例えば２、
３、４個等）のセルをサポートしうる。
【００２０】
　無線ネットワーク１００はさらに、中継局をも含みうる。中継局は、データおよび／ま
たはその他の情報の送信を上流局（例えば、ｅノードＢ、ＵＥ等）から受信し、データお
よび／またはその他の情報の送信を下流局（例えば、ＵＥまたはｅノードＢ）へ送信する
局である。中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継するＵＥでもありうる。図１に示
す例では、中継局１１０ｒは、ｅノードＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易に
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するために、ｅノードＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信しうる。中継局はまた、リレ
ーｅノードＢ、リレー等とも称されうる。
【００２１】
　無線ネットワーク１００はまた、例えば、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェム
トｅノードＢ、リレー等のような異なるタイプのｅノードＢを含むヘテロジニアスなネッ
トワークでもありうる。これら異なるタイプのｅノードＢは、異なる送信電力レベル、異
なる有効通信範囲エリア、および、無線ネットワーク１００内の干渉に対する異なるイン
パクトを有しうる。例えば、マクロｅノードＢは、高い送信電力レベル（例えば、２０ワ
ット）を有する一方、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、およびリレーは、低い送信
電力レベル（例えば、１ワット）を有しうる。
【００２２】
　無線ネットワーク１００は、同期動作をサポートする。同期動作の場合、ｅノードＢは
、類似のフレーム・タイミングを有し、異なるｅノードＢからの送信は、時間的にほぼ揃
えられうる。非同期動作の場合、ｅノードＢは、異なるフレーム・タイミングを有し、異
なるｅノードＢからの送信は、時間的に揃わない場合がある。ここに記載された技術は、
同期動作あるいは非同期動作の何れかのために使用されうる。１つの態様では、無線ネッ
トワーク１００は、周波数分割多重（ＦＤＤ）動作モードまたは時分割多重（ＴＤＤ）動
作モードをサポートしうる。ここに記載された技術は、ＦＤＤ動作モードまたはＴＤＤ動
作モードの何れかのために使用されうる。
【００２３】
　ネットワーク・コントローラ１３０は、ｅノードＢ１１０のセットに接続しており、こ
れらｅノードＢ１１０のための調整および制御を提供しうる。ネットワーク・コントロー
ラ１３０は、バックホールを介してｅノードＢ１１０と通信しうる。ｅノードＢ１１０は
また、例えば、ダイレクトに、または、無線バックホールまたは有線バックホールを介し
て非ダイレクトに、互いに通信しうる。
【００２４】
　無線ネットワーク１００の全体にわたってＵＥ１２０が分布しうる。そして、おのおの
のＵＥは、固定式または移動式でありうる。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局
等とも称されうる。ＵＥは、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通
信デバイス、ハンドヘルド・デバイス、ラップトップ・コンピュータ、コードレス電話、
無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局等でありうる。ＵＥは、マクロｅノードＢ、ピコｅノ
ードＢ、フェムトｅノードＢ、リレー等と通信することができうる。図１では、２つの矢
印を持つ実線が、ＵＥと、ダウンリンクおよび／またはアップリンクでＵＥにサービス提
供するように指定されたｅノードＢであるサービス提供ｅノードＢとの間の所望の送信を
示す。２つの矢印を持つ破線は、ＵＥとｅノードＢとの間の干渉送信を示す。
【００２５】
　ＬＴＥは、ダウンリンクで周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を、アップリンクでシングル
・キャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭ
は、システム帯域幅を、一般にトーン、ビン等とも称される複数（Ｋ個）の直交サブキャ
リアに区分する。おのおののサブキャリアは、データを用いて変調されうる。一般に、変
調シンボルは、ＯＦＤＭを用いて周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭを用いて時間領域で送信さ
れる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定され、サブキャリアの総数（Ｋ個）は、シス
テム帯域幅に依存しうる。例えば、サブキャリアの間隔は、１５ｋＨｚでありうる。そし
て、（「リソース・ブロック」と呼ばれる）最小リソース割当は、１２サブキャリア（ま
たは１８０ｋＨｚ）でありうる。その結果、ノミナルＦＦＴサイズは、１．２５，２．５
，５，１０，２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅についてそれぞれ１２
８，２５６，５１２，１０２４，２０４８に等しくなりうる。システム帯域幅はまた、サ
ブ帯域へ区分されうる。例えば、サブ帯域は、１．０８ＭＨｚ（すなわち、６リソース・
ブロック）をカバーし、１．２５，２．５，５，１０，２０ＭＨｚの対応するシステム帯
域幅についてそれぞれ１，２，４，８，１６のサブ帯域が存在しうる。
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【００２６】
　図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクＦＤＤ構造を示す。ダウンリンクの送
信タイムラインは、ラジオ・フレームの単位に区分されうる。おのおののラジオ・フレー
ムは、（例えば１０ミリ秒（ｍｓ）のような）予め定められた持続時間を有し、０乃至９
のインデクスを付された１０個のサブフレームへ区分されうる。おのおののサブフレーム
は２つのスロットを含みうる。したがって、おのおののラジオ・フレームは、０乃至１９
のインデクスを付された２０のスロットを含みうる。おのおののスロットは、Ｌ個のシン
ボル期間、（例えば、図２に示すような）通常のサイクリック・プレフィクスの場合、７
つのシンボル期間を含み、拡張されたサイクリック・プレフィクスの場合、１４のシンボ
ル期間を含みうる。おのおののサブフレームでは、２Ｌ個のシンボル期間が、０乃至２Ｌ
－１のインデクスを割り当てられうる。利用可能な時間周波数リソースが、リソース・ブ
ロックへ区分されうる。おのおののリソース・ブロックは、１つのスロットにおいてＮ個
のサブキャリア（例えば、１２のサブキャリア）をカバーしうる。
【００２７】
　ＬＴＥでは、ｅノードＢは、ｅノードＢにおける各セルについて、一次同期信号（ＰＳ
ＣまたはＰＳＳ）および二次同期信号（ＳＳＣまたはＳＳＳ）を送信しうる。ＦＤＤ動作
モードの場合、図２に示すように、一次同期信号および二次同期信号が、通常のサイクリ
ック・プレフィクスを持つ各ラジオ・フレームのサブフレーム０およびサブフレーム５の
おのおのにおいて、シンボル期間６およびシンボル期間５でそれぞれ送信されうる。これ
ら同期信号は、ＵＥによって、セル検出および獲得のために使用されうる。ＦＤＤ動作モ
ードの場合、ｅノードＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボル期間０乃至３
で、物理ブロードキャスト・チャネル（ＰＢＣＨ）を送信しうる。ＰＢＣＨは、一定のシ
ステム情報を伝送しうる。
【００２８】
　図２で見られるように、ｅノードＢは、各サブフレームの最初のシンボル期間で、物理
制御フォーマット・インジケータ・チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送信しうる。ＰＣＦＩＣ
Ｈは、制御チャネルのために使用されるシンボル期間の数（Ｍ）を伝えうる。ここで、Ｍ
は、１，２または３に等しく、サブフレーム毎に変化しうる。Ｍはまた、例えば、１０未
満のリソース・ブロックのように、少ない数のシステム帯域幅に対して４に等しくなりう
る。図２に示す例では、Ｍ＝３である。ｅノードＢは、おのおののサブフレームの最初の
Ｍ個のシンボル期間において、物理ＨＡＲＱインジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ）およ
び物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送信しうる。ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩ
ＣＨもまた、図２に示す例における最初の３つのシンボル期間に含まれる。ＰＨＩＣＨは
、ハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を伝送しうる。ＰＤＣ
ＣＨは、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリンクのリソース割当に関する情報と、
アップリンク・チャネルのための電力制御情報とを伝送しうる。ｅノードＢはまた、おの
おののサブフレームの残りのシンボル期間で、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）を送信しうる。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンクで、データ送信のためにスケジュールさ
れたＵＥのためのデータを伝送しうる。
【００２９】
　ｅノードＢは、ｅノードＢによって使用されるシステム帯域幅の中央１．０８ＭＨｚで
ＰＳＣ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送信しうる。ｅノードＢは、これらのチャネルが送信
される各シンボル期間におけるシステム帯域幅全体でＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送
信しうる。ｅノードＢは、システム帯域幅のある部分で、ＵＥのグループにＰＤＣＣＨを
送信しうる。ｅノードＢは、システム帯域幅の特定の部分で、ＵＥのグループに、ＰＤＳ
ＣＨを送信しうる。ｅノードＢは、すべてのＵＥへブロードキャスト方式でＰＳＣ、ＳＳ
Ｃ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送信し、ＰＤＣＣＨを、ユニキャスト
方式で、特定のＵＥへ送信しうる。さらに、特定のＵＥへユニキャスト方式でＰＤＳＣＨ
をも送信しうる。
【００３０】
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　各シンボル期間において、多くのリソース要素が利用可能でありうる。おのおののリソ
ース要素は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし、実数値または
複素数値である１つの変調シンボルを送信するために使用されうる。制御チャネルのため
に使用されるシンボルについて、各シンボル期間において、基準信号のために使用されな
いリソース要素が、リソース要素グループ（ＲＥＧ）へ構成されうる。おのおののＲＥＧ
は、１つのシンボル期間内に、４つのリソース要素を含みうる。ＰＣＦＩＣＨは、シンボ
ル期間０において、４つのＲＥＧを占有しうる。これらは、周波数にわたってほぼ等間隔
に配置されうる。ＰＨＩＣＨは、１または複数の設定可能なシンボル期間内に３つのＲＥ
Ｇを占有しうる。これらは、周波数にわたって分散されうる。例えば、ＰＨＩＣＨのため
の３つのＲＥＧはすべて、シンボル期間０に属しうる。あるいは、シンボル期間０，１，
２に分散されうる。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間内に、９，１８，３６，ま
たは７２のＲＥＧを占有しうる。これらは、利用可能なＲＥＧから選択されうる。複数の
ＲＥＧのある組み合わせのみが、ＰＤＣＣＨのために許可されうる。
【００３１】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとのために使用される特定のＲＥＧを認識しうる。
ＵＥは、ＰＤＣＣＨを求めて、ＲＥＧの異なる組み合わせを探索しうる。探索する組み合
わせの数は、一般に、ＰＤＣＣＨにおいてすべてのＵＥのために許可された組み合わせ数
よりも少ない。ｅノードＢは、ＵＥが探索する組み合わせのうちの何れかのＵＥにＰＤＣ
ＣＨを送信しうる。
【００３２】
　ＵＥは、複数のｅノードＢの有効通信範囲内に存在しうる。これらのｅノードＢのうち
の１つは、ＵＥにサービス提供するために選択されうる。サービス提供するｅノードＢは
、例えば受信電力、経路喪失、信号対雑音比（ＳＮＲ）等のようなさまざまな基準に基づ
いて選択されうる。
【００３３】
　図３は、アップリンク・ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）通信における典
型的なＦＤＤおよびＴＤＤ（特別ではないサブフレームのみの）サブフレーム構造を概念
的に例示するブロック図である。アップリンクのために利用可能なリソース・ブロック（
ＲＢ）は、データ・セクションおよび制御セクションに区分されうる。制御セクションは
、システム帯域幅の２つの端部において形成され、設定可能なサイズを有しうる。制御セ
クションにおけるリソース・ブロックは、制御情報の送信のために、ＵＥへ割り当てられ
うる。データ・セクションは、制御セクションに含まれていないすべてのリソース・ブロ
ックを含みうる。図３における設計の結果、データ・セクションは、連続するサブキャリ
アを含むようになる。これによって、単一のＵＥに、データ・セクション内に、連続する
サブキャリアのすべてが割り当てられるようになる。
【００３４】
　ＵＥは、ｅノードＢへ制御情報を送信するために、制御セクション内にリソース・ブロ
ックを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅノードＢへデータを送信するために、データ・
セクション内にリソース・ブロックを割り当てられうる。ＵＥは、制御セクションにおい
て割り当てられたリソース・ブロックで、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
で制御情報を送信しうる。ＵＥは、データ・セクションにおいて割り当てられたリソース
・ブロックで、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、データのみ、または、
データと制御情報との両方を送信しうる。アップリンク送信は、サブフレームからなる両
スロットに及び、図３に示すように、周波数を越えてホップしうる。１つの態様によれば
、緩和された単一キャリア動作において、ＵＬリソースで並列なチャネルが送信されうる
。例えば、制御およびデータ・チャネル、並列制御チャネル、および並列データ・チャネ
ルが、ＵＥによって送信されうる。
【００３５】
　図４は、図１における基地局／ｅノードＢのうちの１つ、およびＵＥのうちの１つであ
りうる、基地局／ｅノードＢ１１０とＵＥ１２０との設計のブロック図を示す。制約され
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た関連性のシナリオの場合、基地局１１０は、図１におけるマクロｅノードＢ１１０ｃで
ありうる。そして、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙでありうる。基地局１１０はさらに、そ
の他いくつかのタイプの基地局でもありうる。基地局１１０は、アンテナ４３４ａ乃至４
３４ｔを備え、ＵＥ１２０は、アンテナ４５２ａ乃至４５２ｒを備えうる。
【００３６】
　基地局１１０では、送信プロセッサ４２０が、データ・ソース４１２からデータを、コ
ントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信しうる。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣ
ＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ等用でありうる。データは、ＰＤＳＣＨ等用でありう
る。プロセッサ４２０は、データ・シンボルおよび制御シンボルをそれぞれ取得するため
に、データ情報および制御情報を処理（例えば、符号化およびシンボル・マップ）しうる
。プロセッサ４２０はさらに、例えばＰＳＳ、ＳＳＳのための基準シンボルや、セル特有
の基準信号を生成しうる。送信（ＴＸ）複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０
は、適用可能であれば、基準シンボル、制御シンボル、および／または、データ・シンボ
ルに空間処理（例えば、プリコーディング）を実行し、出力シンボル・ストリームを変調
器（ＭＯＤ）４３２ａ乃至４３２ｔに提供しうる。おのおのの変調器４３２は、（例えば
、ＯＦＤＭ等のために）それぞれの出力シンボル・ストリームを処理して、出力サンプル
・ストリームを得る。おのおのの変調器４３２はさらに、出力サンプル・ストリームを処
理（例えば、アナログ変換、増幅、フィルタ、およびアップコンバート）し、ダウンリン
ク信号を取得する。変調器４３２ａ乃至４３２ｔからのダウンリンク信号は、アンテナ４
３４ａ乃至４３４ｔによってそれぞれ送信されうる。
【００３７】
　ＵＥ１２０では、アンテナ４５２ａ乃至４５２ｒが、基地局１１０からダウンリンク信
号を受信し、受信した信号を、復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ乃至４５４ｒへそれぞれ提
供しうる。おのおのの復調器４５４は、受信したそれぞれの信号を調整（例えば、フィル
タ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得しうる。お
のおのの復調器４５４はさらに、（例えば、ＯＦＤＭ等のため）これら入力サンプルを処
理して、受信されたシンボルを取得しうる。ＭＩＭＯ検出器４５６は、すべての復調器４
５４ａ乃至４５４ｒから受信したシンボルを取得し、適用可能である場合、これら受信さ
れたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供しうる。受信プ
ロセッサ４５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、デインタリーブ、および
復号）し、ＵＥ１２０のために復号されたデータをデータ・シンク４６０に提供し、復号
された制御情報をコントローラ／プロセッサ４８０へ提供しうる。
【００３８】
　アップリンクでは、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ４６４が、データ・ソース４
６２から（例えばＰＵＳＣＨのための）データを、コントローラ／プロセッサ４８０から
（例えばＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、これらを処理しうる。プロセッサ４６
４はさらに、基準信号のための基準シンボルをも生成しうる。送信プロセッサ４６４から
のシンボルは、適用可能であれば、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコード
され、さらに、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ等のために）変調器４５４ａ乃至４５４ｒによっ
て処理され、基地局１１０へ送信される。基地局１１０では、ＵＥ１２０からのアップリ
ンク信号が、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２によって処理され、適用可
能な場合にはＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、さらに、受信プロセッサ４３８に
よって処理されて、ＵＥ１２０によって送信された復号されたデータおよび制御情報が取
得される。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータ・シンク４３９に提供し、復
号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０へ提供しうる。基地局１１０は、例
えばＸ２インタフェース４４１を介して、他の基地局へメッセージを送信しうる。
【００３９】
　コントローラ／プロセッサ４４０，４８０は、基地局１１０およびＵＥ１２０それぞれ
における動作を指示しうる。基地局１１０におけるプロセッサ４４０および／またはその
他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書に記載された技術のためのさまざまな処理
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の実行または実行の指示を行いうる。ＵＥ１２０におけるプロセッサ４８０および／また
はその他のプロセッサおよびモジュールは、図７に例示された機能ブロック、および／ま
たは、本明細書に記載された技術のためのその他の処理の実行または実行の指示を行いう
る。メモリ４４２，４８２は、基地局１１０およびＵＥ１２０それぞれのためのデータお
よびプログラム・コードを格納しうる。スケジューラ４４４は、ダウンリンクおよび／ま
たはアップリンクでのデータ送信のためにＵＥをスケジュールしうる。
【００４０】
　図５は、本開示の１つの態様にしたがうヘテロジニアスなネットワークにおけるＴＤＭ
区分を例示するブロック図である。ブロックの第１行は、フェムトｅノードＢのためのサ
ブフレーム割当を例示しており、ブロックの第２行は、マクロｅノードＢのためのサブフ
レーム割当を例示している。ｅノードＢのおのおのは、静的な保護サブフレームを有する
。この間、他のｅノードＢは、静的な禁止サブフレームを有する。例えば、フェムトｅノ
ードＢは、サブフレーム０の禁止サブフレーム（Ｎサブフレーム）に対応する、サブフレ
ーム０の保護サブフレーム（Ｕサブフレーム）を有する。同様に、マクロｅノードＢは、
サブフレーム７の禁止サブフレーム（Ｎサブフレーム）に対応する、サブフレーム７の保
護サブフレーム（Ｕサブフレーム）を有する。サブフレーム１－６は、保護サブフレーム
（ＡＵ）、禁止サブフレーム（ＡＮ）、および共通サブフレーム（ＡＣ）の何れかとして
動的に割り当てられる。サブフレーム５，６において動的に割り当てられた共通サブフレ
ーム（ＡＣ）では、フェムトｅノードＢとマクロｅノードＢとの両方が、データを送信し
うる。
【００４１】
　攻撃ｅノードＢは、ユニキャスト・トラフィックを送信することを意図していないので
、（例えばＵ／ＡＵサブフレームのような）保護サブフレームは、干渉が低減され、高い
チャネル品質を有している。言い換えれば、攻撃ｅノードＢは、送信することを禁じられ
ていないが、ユニキャスト・トラフィックをスケジューリングすることを回避することに
より、保護サブフレームにおける干渉を低減することを意図している。（例えば、Ｎ／Ａ
Ｎサブフレームのような）禁止サブフレームは、データ送信を有さないので、犠牲ｅノー
ドＢは、低い干渉レベルでデータを送信できるようになる。（例えば、Ｃ／ＡＣサブフレ
ームのような）共通サブフレームは、データを送信している近隣ｅノードＢの数に依存す
るチャネル品質を有する。例えば、近隣ｅノードＢが、共通サブフレームでデータを送信
している場合、共通サブフレームのチャネル品質は、保護サブフレームよりも低くなりう
る。共通サブフレームのチャネル品質はまた、攻撃ｅノードＢによって強く影響を受けた
拡張境界エリア（ＥＢＡ）について低くなりうる。ＥＢＡ　ＵＥは、第１のｅノードＢに
属するのみならず、第２のｅノードＢの有効通信範囲エリア内に配置されうる。例えば、
フェムトｅノードＢ有効通信範囲の範囲限界近傍のマクロｅノードＢと通信するＵＥは、
ＥＢＡ　ＵＥである。
【００４２】
　ＬＴＥ／－Ａにおいて適用されうる別の干渉管理スキームの例は、緩慢な適応干渉管理
である。干渉管理に対してこのアプローチを使用することによって、リソースは、ネゴシ
エートされ、スケジューリング間隔よりもはるかに大きな時間スケールにわたって割り当
てられる。このスキームの目的は、時間リソースまたは周波数リソースのすべてにわたっ
て、ネットワークの全体有用性を最大化する、送信元のｅノードＢとＵＥとのすべての送
信電力の組み合わせを見つけることである。「有用性」は、ユーザ・データ・レート、サ
ービス品質（ＱｏＳ）フローの遅れ、および公平メトリックに応じて定義されうる。この
ようなアルゴリズムは、最適化を解決するために使用されるすべての情報へのアクセスを
有し、かつ、例えば、ネットワーク・コントローラ（図１）のようなすべての送信エンテ
ィティに対する制御を有する、中央エンティティによって計算されうる。この中央のエン
ティティは、必ずしも現実的でも、また、望ましくもないかもしれない。したがって、代
替態様では、ノードのあるセットからのチャネル情報に基づいて、リソース用途を決定す
る、分配されたアルゴリズムが使用されうる。したがって、緩慢な適応干渉アルゴリズム



(15) JP 2013-528032 A 2013.7.4

10

20

30

40

50

は、中央エンティティを用いて配置されるか、あるいは、ネットワーク内のノード／エン
ティティのさまざまなセットにわたってアルゴリズムを分配することによって配置されう
る。
【００４３】
　ＵＥは、１または複数の干渉元のｅノードＢからの高い干渉を観察しうる支配的な干渉
シナリオで動作しうる。支配的な干渉シナリオは、制限された関連付けによって生じうる
。例えば、図１では、ＵＥ１２０ｙが、フェムトｅノードＢ１１０ｙの近くにあり、ｅノ
ードＢ１１０ｙに関し高い受信電力を有しうる。しかしながら、制約された関連性によっ
て、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅノードＢ１１０ｙにアクセスすることができず、代わり
に、低い受信電力を持つ（図１に示すような）マクロｅノードＢ１１０ｃ、または、同様
に低い受信電力を持つ（図１に示されていない）フェムトｅノードＢ１１０ｚに接続しう
る。ＵＥ１２０ｙは、その後、ダウンリンクで、フェムトｅノードＢ１１０ｙからの高い
干渉を観察し、アップリンクで、ｅノードＢ１１０ｙへ高い干渉を引き起こしうる。ＵＥ
１２０ｙは、接続モードで動作している場合、ＵＥ１２０ｙがもはやｅノードＢ１１０ｃ
内で、許容できる接続を維持することができないという支配的な干渉シナリオにおいて、
十分な干渉を受けうる。
【００４４】
　このような支配的な干渉シナリオでは、同期システムにおいてでさえも、ＵＥと複数の
ｅノードＢとの間の距離が異なることにより、ＵＥで観察された信号電力の不一致に加え
て、ダウンリンク信号のタイミング遅れもＵＥによって観察されうる。同期システムにお
けるｅノードＢは、システムを超えた推定に基づいて同期される。しかしながら、例えば
、マクロｅノードＢから５ｋｍの距離にあるＵＥを考慮すると、マクロｅノードＢから受
信されたダウンリンク信号の伝搬遅れは、約１６．６７マイクロ秒（５ｋｍ÷３×１０８

、すなわち、光速’ｃ’）の遅れとなるであろう。マクロｅノードＢからのダウンリンク
信号を、より近いフェムトｅノードＢからのダウンリンク信号と比較すると、タイミング
差は、ｔｉｍｅ－ｔｏ－ｌｉｖｅ（ＴＬＬ）誤差のレベルに近づきうる。
【００４５】
　さらに、このタイミング差は、ＵＥにおける干渉除去に悪影響を与えうる。干渉除去は
しばしば、同じ信号の複数のバージョンの組み合わせ間の相互相関特性を用いる。同じ信
号の複数のコピーを組み合わせることによって、干渉は、より簡単に識別されうる。なぜ
なら、信号のおのおののコピーにおける干渉が存在するであろう間、干渉は、同じ場所に
あることはないだろうからである。組み合わされた信号の相互相関を用いて、実際の信号
部分が判定され、干渉と区別されうる。これによって、干渉が除去されるようになる。
【００４６】
　支配的な干渉シナリオはまた、範囲拡張によっても生じうる。ＵＥが、ＵＥによって検
出されたすべてのｅノードＢの間で、低い経路喪失と低いＳＮＲ（信号対雑音比）を持つ
ｅノードＢに接続した場合、範囲拡張が生じうる。例えば、図１では、ＵＥ１２０ｘは、
マクロｅノードＢ１１０ｂとピコｅノードＢ１１０ｘとを検出しうる。さらに、ＵＥは、
ｅノードＢ１１０ｘについて、ｅノードＢ１１０ｂよりも低い受信電力を有する。ｅノー
ドＢ１１０ｘの経路喪失が、マクロｅノードＢ１１０ｂの経路喪失よりも低いのであれば
、ＵＥ１２０ｘはピコｅノードＢ１１０ｘに接続しうる。この結果、ＵＥ１２０ｘにとっ
て、所与のデータ・レートの場合、無線ネットワークへの干渉が低くなりうる。
【００４７】
　範囲拡張対応の無線ネットワークでは、増強されたセル間干渉調整（ｅＩＣＩＣ）によ
って、ＵＥは、強いダウンリンク信号強度を持つマクロ基地局の存在下において、低電力
基地局（例えば、ピコ基地局、フェムト基地局、リレー等）からのサービスを取得できる
ようになり、またＵＥは、ＵＥが接続することを許可されていない基地局からの強い干渉
信号の存在下において、マクロ基地局からのサービスを取得できるようになる。前述した
ように、ｅＩＣＩＣは、リソースを調整するために使用されうる。これによって、干渉元
の基地局は、いくつかのリソースを放棄できるようになり、ＵＥとサービス提供基地局と
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の間の制御およびデータ送信をイネーブルできるようになる。ネットワークがｅＩＣＩＣ
をサポートする場合、基地局は、リソースの一部を放棄した干渉元のセルからの干渉を低
減および／または除去するために、リソースの使用をネゴシエートおよび調整しうる。し
たがって、ＵＥは、干渉元のセルによって放棄されたリソースを用いることによって、厳
しい干渉であっても、サービス提供セルにアクセスしうる。
【００４８】
　ｅＩＣＩＣをサポートするＵＥについて、ラジオ・リンク失敗条件を分析するための既
存の基準は、調整セルの条件に満足に対処できないことがありうる。一般に、ＵＥがラジ
オ・リンク失敗を宣言する場合、ＵＥは、この基地局との通信を切断し、新たな基地局を
求めて探索する。リソースの一部を放棄する干渉元のセルによって、基地局間で干渉が調
整される、厳しい干渉の領域にＵＥがある場合、信号対雑音比（ＳＮＲ）またはＰＤＣＣ
Ｈの復号誤り率のＵＥ測定は、測定されたリソースが干渉元のセルによって放棄されるか
否かに依存して、相当変動しうる。干渉元のセルによって放棄されなかったリソースのＰ
ＤＣＣＨの復号誤り率またはＳＮＲをＵＥが測定した場合、ＵＥは、干渉元のセルによっ
て放棄されたリソースを用いて、サービス提供セルにアクセスしても、高い干渉によって
、誤ってＲＬＦを宣言しうる。
【００４９】
　図６は、本開示の１つの態様にしたがって構成された無線ネットワーク６３０における
マクロ・セル６０１を概念的に例示するブロック図である。無線ネットワーク６３０は、
マクロ・セル６０１がマクロ基地局６００によってサービス提供されるヘテロジニアスな
ネットワークである。２つの追加のセル、すなわち、フェムト基地局６０２によってサー
ビス提供されているフェムト・セル６０３と、ピコ基地局６０５によってサービス提供さ
れているピコ・セル６０６とは、マクロ・セル６０１の有効通信範囲エリア内でオーバレ
イされている。図６にはマクロ・セル６０１しか例示されていないが、無線ネットワーク
６３０は、マクロ・セル６０１に類似した複数のマクロ・セルを含みうる。
【００５０】
　ＵＥ６０４は、マクロ・セル６０１内に、または、フェムト・セル６０３内にも位置す
る。フェムト・セル６０３内のフェムト基地局６０２との通信は、認可されたＵＥのため
にのみ利用可能である。この例では、ＵＥ６０４は、フェムト基地局６０２を経由して通
信することは許可されていない。したがって、ＵＥ６０４は、マクロ基地局６００との通
信を維持する。ＵＥ６０４がフェムト・セル６０３に入ると、干渉信号６０８によってフ
ェムト基地局６０２によって引き起こされた干渉は、ＵＥ６０４とマクロ基地局６００と
の間の通信信号６０９の信号品質に影響を与える。干渉レベルが増加すると、ｅＩＣＩＣ
をサポートするＵＥ６０４は、マクロ基地局６００との干渉調整に基づいて、フェムト基
地局６０２が放棄するリソースを識別する。放棄されるリソースは、時間領域リソース、
周波数領域リソース、または時間領域と周波数領域との組み合わせのリソースでさえも定
義されうる。放棄されるリソースが時間ベースである場合、干渉元の基地局６０２は、図
５を参照して前述したように、時間領域でアクセス可能なサブフレームのうちのいくつか
を使用しない。放棄されるリソースが周波数ベースである場合、干渉元の基地局６０２は
、周波数領域でアクセス可能なサブキャリアのうちのいくつかを使用しない。放棄される
リソースが、周波数と時間との両方の組み合わせである場合、干渉元の基地局６０２は、
周波数および時間によって定義されるリソースを使用しない。
【００５１】
　放棄されたリソースが識別されると、ＵＥ６０４は、放棄されたリソースの信号品質を
取得する。例えば、信号品質は、放棄されたリソースのＰＤＣＣＨ（物理ダウンリンク制
御チャネル）の誤り率によって取得されうる。信号品質情報は、ＰＤＣＣＨを復号するこ
と、復号された信号から誤り率を計算すること、または、ＰＤＣＣＨの推定されたＳＮＲ
（信号対雑音比）から誤り率を予測することを含む、さまざまな誤り率の分析によってＵ
Ｅ６０４によって取得されうる。１つの態様では、測定は、限定される訳ではないが、チ
ャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）測定、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）
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測定、またはランク・インジケータ（ＲＩ）測定を含むチャネル状態情報（ＣＳＩ）であ
る。放棄されたリソースにおけるＰＤＣＣＨの誤り率が、予め定められた誤り率レベルを
超えた場合、ＵＥ６０４は、ラジオ・リンク失敗を宣言し、マクロ基地局６００への信号
接続を終了するだろう。一例では、誤り率が許容できないほど高い値を反映し、放棄され
たリソースが、通信信号を適切にサポートすることができない場合に、ラジオ・リンク失
敗が宣言される。放棄されたリソースの誤り率が予め定められたレベル（例えば、放棄さ
れたリソースが、通信信号を適切にサポートできるようにするレベル）を超えない場合、
ＵＥ６０４は、フェムト基地局６０２の放棄されたリソースを用いて、マクロ基地局６０
０にアクセスし続けうる。
【００５２】
　別の例では、ＵＥ６０４は、放棄されたリソースにおけるＰＤＣＣＨの誤り率を取得す
る前に、放棄されたリソースによって、フェムト基地局６０２によって送信された共通の
管理信号からの干渉を識別し、除去しうる。ｅＩＣＩＣ管理プロトコルに準拠して、フェ
ムト基地局６０２がリソースを放棄する場合であっても、フェムト基地局６０２は単に、
放棄されたサブフレームのデータ・スロットをクリアして、放棄しうる。フェムト基地局
６０２は、例えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮシステム、共通基準信号（ＣＲＳ）、ブロードキャス
ト・シグナリング・サポートのためのＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ、システム情報ブロック
（ＳＩＢ）メッセージ、ページング・メッセージ等のような一般的な管理信号を送信する
ための管理スロットを維持する。一例では、信号品質の判定および誤り率レベルの取得の
前に、ＵＥ６０４は、このような一般的な管理信号を識別し、これら信号に起因すること
が可能な干渉を除去しうる。
【００５３】
　別の例では、ＵＥ６０４は、放棄されたリソースにおけるＰＤＣＣＨの誤り率を取得す
る前に、どのリソースが放棄されたかを識別する。放棄されたリソースを識別するために
、さまざまな方法が実施されうる。一例において、ＵＥ６０４は、放棄されたリソースを
識別する設定信号を、そのサービス提供基地局であるマクロ基地局６００から受信する。
この設定信号は、例えば、専用シグナリング（例えば、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）
メッセージ）、ブロードキャスト・メッセージ（例えば、システム情報ブロック（ＳＩＢ
）メッセージのような）オーバヘッド・メッセージ等のようなさまざまなタイプのシステ
ム・メッセージのうちの何れかでありうる。サービス提供基地局から受信されたこの設定
情報は、例えば、物理基地局識別情報の範囲または基地局電力のクラス、どの基地局が問
題であるかを判定するためにＵＥ６０４のうちの何れを使用するか、したがって、放棄さ
れたどのリソースが、ＰＤＣＣＨ誤り率を取得するために利用可能であるか、のような情
報を含みうる。
【００５４】
　代替例では、ＵＥ６０４は、マクロ基地局６００からメッセージを受信するのではなく
、（例えば、フェムト基地局６０２のような）干渉元の基地局によって送信されたオーバ
ヘッド・メッセージを受信して、放棄されたリソースを識別する。フェムト基地局６０２
は、ｅＩＣＩＣプロトコルにしたがって特定のリソースを放棄すると、クライアントの何
れかにオーバヘッド・メッセージをブロードキャストまたは送信し、放棄されている特定
のリソースを識別する。一例において、ＵＥ６０４は、このようなオーバヘッド信号を解
釈し、どのリソースが放棄されているのかを読み取る。
【００５５】
　別の例では、放棄されるリソースは、フェムト基地局６０２のための限定された使用の
パターンを用いて設定される。さらにこのような代替態様では、ｅＩＣＩＣプロトコルが
、フェムト基地局６０２に対して、放棄された特定のリソースの何れかの使用を定期的に
制限するように指示する。制限された使用の期間中、フェムト基地局６０２は、放棄され
るサブフレームのデータ・スロットをクリアして放棄し、さらに、基準信号を含む、放棄
されたサブフレーム内のその他すべてのリソースをクリアして放棄する。すなわち、フェ
ムト基地局６０２は、放棄されたリソースで、どの一般的な管理信号をも送信しない。フ
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ェムト基地局６０２が、放棄されたリソースを、定義された期間長さにわたって使用しな
いように、さまざまな期間長さが定義されうる。一例では、この定義された期間長さは、
ミリ秒（ｍｓ）（例えば、８ミリ秒毎、１０ミリ秒毎、４０ミリ秒毎等でありうる）。こ
のような態様では、ＵＥ６０４は、限定された使用期間中、ＰＤＣＣＨの誤り率を取得し
、さらなる干渉除去のために、どのような一般的な管理信号をもリスンしない。１つの態
様では、周期的なリソースはＭＢＳＦＮ（multimedia broadcast over a single frequen
cy network）サブフレームであり、もって、ＵＥ６０４は、いずれの一般的な管理信号を
も除去しない。
【００５６】
　ＵＥ６０７は、マクロ・セル６０１内に位置し、また、ピコ・セル６０６内にも位置す
る。ＬＴＥ－Ａ無線ネットワーク６３０の範囲拡張機能にしたがって、セル負荷が、通信
のためにＵＥ６０７をピコ基地局６０５に接続することにより平準化される。しかしなが
ら、ＵＥとピコ基地局６０５との間の通信信号６１１の電力レベルは、マクロ基地局６０
０から送信された干渉信号６１０の電力レベルよりも低い。干渉信号６１０によって引き
起こされた干渉は、ＵＥ６０７に対して、ラジオ・リンク失敗に関する分析の開始を促す
。ＵＥ６０７は、干渉元の基地局であるマクロ基地局６００から、放棄されたリソースを
識別する。一例では、ＵＥ６０７は、サービス提供セル（例えば、ピコ基地局６０５）か
ら送信されたセットアップ／リリース・メッセージから、放棄されたリソースを識別しう
る。このメッセージはまた、物理基地局識別情報の範囲または基地局電力のクラス、また
は、干渉元の基地局のクリアおよび放棄されたリソースに関するその他の情報を含みうる
。例示されるように、ピコ・セル６０６は、マクロ・セル６０１とオーバラップする。し
たがって、ピコ基地局６０５は、範囲拡張機能を実施するために、マクロ基地局６００の
放棄されたリソースを識別する情報を含む。ピコ基地局６０５がこの情報を送信すること
は効果的である。特に、１つの態様では、ピコ基地局は、支配的な送信機であり、この情
報をＵＥへより容易に提供しうる。ＵＥ６０７は、示された放棄されたリソースを識別す
ると、例えば、これら放棄されたリソースにおいて、ＰＤＣＣＨの誤り率を取得すること
によって、放棄されたリソースの信号品質を取得しうる。誤り率レベルに基づいて、ＵＥ
６０７は、ラジオ・リンク失敗（ＲＬＦ）を宣言すべきか否かを判定する。
【００５７】
　一例では、時間領域リソース（例えばサブフレーム）および／または周波数領域のリソ
ース・ブロック（ＲＢ）の特定のセットは、放棄されたリソースとして指定される。これ
らリソースは、ＰＤＣＣＨ地域を除外する周波数および／またはサブフレームのリソース
・ブロックのセットを含みうる。ラジオ・リンク失敗を判定するために、リソース（例え
ば、サブフレーム）のこの特定のセットが測定される。
【００５８】
　別の態様では、元はデータ・チャネルの一部であった新たな制御チャネルが定義される
。ＵＥは、ラジオ・リンク失敗判定のための誤り率を得るために、この新たな制御チャネ
ル（Ｒ－ＰＤＣＣＨ）を使用する。例えば、図６に例示されるような無線ネットワーク６
３０を考慮すると、ＵＥ６０４が、ラジオ・リンク失敗分析をトリガするために、干渉信
号６０８から十分な干渉を検出した場合、ＵＥ６０４は、サブフレームおよび／または周
波数のリソース・ブロック（ＲＢ）のセットを識別するリソース識別情報を取得する。サ
ブフレームおよび／または周波数のリソース・ブロックのセットがＰＤＣＣＨ領域を除外
する場合、ＵＥ６０４は、ＰＤＣＣＨのための誤り率計算を実行しない。代わりに、ＵＥ
６０４は、（例えば、誤り率を取得するためにＲ－ＰＤＣＣＨを用いて）、放棄されたリ
ソースの信号品質を、別の方式で取得する。放棄されたリソースとして指定されたサブフ
レームのセットが時間領域および周波数領域で定義されており、このセットが、干渉元の
セルのＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットである場合、リソース・ブロック位置は、サ
ービス提供セル（すなわち、マクロ基地局６００）の周波数領域制御／データ・チャネル
との衝突を回避するように設定される。
【００５９】
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　図７は、増強された干渉調整および除去を用いてラジオ・リンク失敗（ＲＬＦ）を判定
する方法７００を例示する。ブロック７０２では、ＵＥは、増強された干渉調整および除
去（ｅＩＣＩＣ）をサポートする、ネットワークにおける干渉元の基地局からの干渉を検
出する。ＵＥは、ブロック７０４において、干渉元の基地局の放棄されたリソースを識別
するメッセージを受信する。ブロック７０６では、ＵＥは、放棄されたリソースの信号品
質を判定する。ブロック７０８では、ＵＥは、信号品質が、予め定められたしきい値を超
えているか否かを判定する。この判定に基づいて、制御フローは、ＵＥがラジオ・リンク
失敗（ＲＬＦ）を宣言するブロック７１０に移る。あるいは、ＵＥは、ブロック７１２に
おいて、サービス提供セルとの関連性を維持しうる。
【００６０】
　１つの構成では、干渉を検出する手段を含むＵＥ１２０が、無線通信のために構成され
る。１つの態様では、検出する手段は、選択する手段によって詳述された機能を実行する
ように構成されたアンテナ４５２ａ－４５２ｒ、復調器４５４ａ－４５４ｒ、受信プロセ
ッサ４５８、コントローラ／プロセッサ４８０、および／またはメモリ４８２でありうる
。ＵＥ１２０はまた、メッセージを受信する手段をも含むように構成される。１つの態様
では、受信する手段は、送信する手段によって詳述された機能を実行するように構成され
たアンテナ４５２ａ－４５２ｒ、復調器４５４ａ－４５４ｒ、受信プロセッサ４５８、コ
ントローラ／プロセッサ４８０、および／またはメモリ４８２でありうる。ＵＥ１２０は
また、信号品質を判定する手段をも含むように構成される。１つの態様では、判定する手
段は、測定する手段によって詳述された機能を実行するように構成されたコントローラ／
プロセッサ４８０およびメモリ４８２でありうる。ＵＥ１２０はまた、ラジオ・リンク失
敗を宣言する手段をも含むように構成される。１つの態様では、宣言する手段は、宣言す
る手段によって詳述された機能を実行するように構成されたメモリ４８２およびコントロ
ーラ／プロセッサ４８０でありうる。別の態様では、前述した手段は、前述した手段によ
って記述された機能を実行するように構成されたモジュールまたは任意の装置でありうる
。
【００６１】
　当業者であればさらに、本明細書の開示に関連して記載されたさまざまな例示的な論理
ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップが、電子工学ハードウェア
、コンピュータ・ソフトウェア、あるいはこれらの組み合わせとして実現されることを理
解するであろう。ハードウェアとソフトウェアとの相互置換性を明確に説明するために、
さまざまな例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、それら
の機能の観点から一般的に記載された。これら機能がハードウェアとしてまたはソフトウ
ェアとして実現されるかは、特定の用途およびシステム全体に課せられている設計制約に
依存する。当業者であれば、特定の用途のおのおのに応じて変化する方式で、前述した機
能を実現しうる。しかしながら、この適用判断は、本発明の範囲からの逸脱をもたらすも
のと解釈されるべきではない。
【００６２】
　本明細書の開示に関連して記述されたさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）あるいは
その他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリート・ゲートあるいはトランジスタ・
ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または上述された機能を実現するた
めに設計された上記何れかの組み合わせを用いて実現または実施されうる。汎用プロセッ
サは、マイクロ・プロセッサでありうるが、代替例では、このプロセッサは、従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、または順序回路でありうる。プロセッ
サは、例えばＤＳＰとマイクロ・プロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロ・プロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１または複数のマイクロ・プロセッサ、またはその他任意のこ
のような構成であるコンピューティング・デバイスの組み合わせとして実現されうる。
【００６３】



(20) JP 2013-528032 A 2013.7.4

10

20

30

40

　本明細書の開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで直接に、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールで、またはこの
２つの組合せで実施することができる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フ
ラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、
ハード・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術分野で知
られているその他の型式の記憶媒体に存在しうる。典型的な記憶媒体は、プロセッサが記
憶媒体から情報を読み取り、また記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッ
サに結合される。あるいは、この記憶媒体は、プロセッサに統合されうる。このプロセッ
サと記憶媒体とは、ＡＳＩＣ内に存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる。
あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリートな構成要素とし
て存在しうる。
【００６４】
　１または複数の典型的な設計では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせによって実現されうる。ソフトウェ
アで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に格納されるか、あ
るいは、コンピュータ読取可能な媒体上の１または複数の命令群またはコードとして送信
されうる。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を
含む。これらは、コンピュータ・プログラムのある場所から別の場所への転送を容易にす
る任意の媒体を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは特別目的コンピュータによっ
てアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく、一例として、この
ようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭま
たはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気記憶装置、
あるいは、命令群またはデータ構造の形式で所望のプログラム・コード手段を伝送または
格納するために使用され、かつ、汎用コンピュータまたは特別目的コンピュータ、あるい
は、汎用プロセッサまたは特別目的プロセッサによってアクセスされうるその他任意の媒
体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コンピュータ読取可能な媒体として適切に称さ
れる。同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、デジタル加入者線（ＤＳ
Ｌ）、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外
線、無線およびマイクロ波のような無線技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用
されるディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ）（Ｃ
Ｄ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディス
ク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびブル
ー・レイ・ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。これらｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光
学的に再生する。それに対して、ｄｉｓｋは、通常、データを磁気的に再生する。上記の
組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６５】
　本開示の上記記載は、当業者をして、本開示の製造または利用を可能とするように提供
される。本開示に対するさまざまな変形は、当業者に容易に明らかであって、本明細書で
定義された一般原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく、他のバリエーシ
ョンに適用されうる。このように、本開示は、本明細書で示された例および設計に限定さ
れることは意図されておらず、本明細書で開示された原理および新規な特徴に一致した最
も広い範囲に相当するとされている。
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